
【参考様式１】 

広島港湾振興事務所 指名選考委員会議事録 

項  目 内     容 

１ 日  時 令和 5年 7月11日  11時から 11時20分まで 

２ 場  所 広島港湾振興事務所 所長室 

３ 出席委員 
事務所長，事務次長，技術次長，参事（工事検査担当），参事（事業調整

担当），総務課長，港営課長，工務課長，主幹（工事管理担当） 

４ 議  題 
「広島港宇品地区夜間航行安全対策検討業務委託」公募型プロポーザル

方式における技術提案書の審査について 

５ 担当部署 工務課 

６ 開催方法 
１ 参集 

２ 持ち回り 

７ 議事内容 

○6月6日の選考委員会において技術提案書の提出者として選定した1者

において，6月26日に技術提案書の提出があり，内容について審査した

結果を選考委員会の審査に諮った。 

 

○技術提案書のうち「予定技術者の経験及び業務実施能力」の評価につ

いては担当課職員による審査を，また，「業務実施方針」について，7月

3日に技術次長・参事（工事検査担当），参事（事業調整担当）の3名に

よりヒアリングを行った結果について， 別紙のとおり取りまとめて，

内容の説明を行った。 

 

○当該1者の技術提案書を特定することについて，委員から特段の異議・

意見等はなかったため，当該1者に対し，技術提案書の特定を通知する

ことを決定した。 

 

 ※「７議事内容」については，委員の発言，質疑応答，会議で協議された内容，評

価・選定理由などについて，具体的に記載すること。 

 ※議事要旨を作成し公開する場合は，「７議事内容」について，提案者ごと，審査

基準ごとの評価・選定理由などについて記載することとし，不開示情報は記載し

ないこと。 

 ※公開にあたっては，不開示情報が記載されていないことを十分にチェックした上

で行うこと。 

 



指名プロポーザル方式　技術提案書　評価結果（集計表）　

業務名：　広島港宇品地区夜間航行安全対策検討業務

技術提案書評価日：令和5年7月3日 ＊青色は未記入の項目

保有する
資格

過去１０年
間の同種
業務の実

績

手持ち業務
の件数

過去５年間
に担当した
業務の業
務成績の
平均点

計
保有する

資格

過去１０年
間の同種
業務の実

績

手持ち業務
の件数

過去５年間
に担当した
業務の業
務成績の
平均点

計 計

①業務内
容の理解
度について

② 業務実
施方針の
妥当性に
ついて

④ 業務実
施手法の
妥当性に
ついて 計

5点 10点 5点 10点 30点 5点 10点 5点 10点 30点 60点 10点 15点 15点 40点 100点

業者名 参考見積 採点者

a 10 15 15

b 10 15 15

c 10 15 15

採用 10 15 15

3 10 3 6 22 3 10 3 6 22 44 採用値 10.0 15.0 15.0 40.0 84.0 1

Ｂ

Ａ：技術士
（建設部
門：港湾及
び空港）
　ＲＣＣＭ
（港湾及び
空港）
　５級海技
士（航海）
以上の免
許
【5点】

Ｂ：上記に
該当しない
【3点】

Ａ：なし【5
点】

Ｂ：1～9件
【3点】

Ｃ：10件以
上【0点】

A B B

Ａ：客船の
入港に係る
航行安全
対策の検
討業務【10
点】

Ｂ：その他
の航行安
全対策の
検討業務
【6点】

Ｃ：実績が
ない【0点】

Ａ：なし【5
点】

Ｂ：1～9件
【3点】

Ｃ：10件以
上【0点】

順位合計評価項目

配点

管理技術者 担当技術者 業務実施方針

Ａ：技術士
（建設部
門：港湾及
び空港）【5
点】

Ｂ：ＲＣＣＭ
（港湾及び
空港）
　５級海技
士（航海）
以上の免
許
【3点】

Ｃ：上記に
該当しない
【0点】

B

Ａ：80点以
上【10点】

Ｂ：上記に
該当しない
【6点】

Ｃ：不良で
ある（65点
未満）【0
点】

Ｂ

Ａ者

Ａ：客船の
入港に係る
航行安全
対策の検
討業務【10
点】

Ｂ：その他
の航行安
全対策の
検討業務
【6点】

Ｃ：実績が
ない【0点】

B A

評価基準

Ａ：80点以
上【10点】

Ｂ：上記に
該当しない
【6点】

Ｃ：不良で
ある（65点
未満）【0
点】

複数の採点者による相対評価を行い，平均
値を採用する。

各評価項目について3段階評価とする。
10点満点：A=10点， B=6点， C=0点
15点満点：A=15点， B=9点， C=0点
（C評価ある者は，特定しない）


